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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ 小林喜一郎研究室 学籍番号 81430936 氏名 野間 久史 

（論文題名） 

コーポレート・ベンチャー・キャピタル投資を活用したイノベーションの創出 

 

（内容の要旨） 

 

 本研究は、超競争業界下にある ICT企業がベンチャー企業のイノベーションを取り込む手段と

してコーポレートベンチャー・キャピタル（以下 CVC）を活用する際の成功するための要因を、

様々な先行研究から仮説を導出し事例研究を通じて分析、検証したものである。 

 

 企業間競争の基本条件が常に進化し続け、かつその進化の内容や方向性が予測困難な超競争業界

では、ある程度の期間にわたって業界の競争構造を繰り返し破壊し続けることを意図的に行うこと

により、一時的な競争優位であっても積極的に作り出すことができるかが成功のカギであると言え

る。特に、ICT業界は超競争業界であり、大手グローバル ICT企業はベンチャー企業を有効活用

して、新技術、新市場、新たな方向性を探索し自社のビジネスを拡大しようとしている。これら企

業が活用する CVC投資を成功させるための要因を探る。 

 

 ICT業界で CVC投資を活用し事業を成功させているグローバル企業 2社、日本国内企業 2社を

取り上げて仮説を検証したところ、当初設定した仮説とは異なる結果を得ることとなった。以下が

本研究から得られた結果である。 

 

【仮説】 

超競争業界である ICT業界において、CVC投資が成功している企業には、 

CVCの組織マネジメントに共通の成功要因が存在する。 

 

【結論】 

超競争業界である ICT業界において、CVC投資が成功している企業には、 

CVCとベンチャーのビジネスデベロップメントを支援する組織を含めた組織マネジメントに

共通の成功要因が存在する。 

 

 本研究の意義は以下の通りである。 

① 大企業がコーポレート・ベンチャー・キャピタル投資を活用する有用性を示した。 

② 大企業においてコーポレート・ベンチャー・キャピタル投資を実行する際に考慮しなければな

らない重要な CVCの組織マネジメントの指針を提示した。 

 


